とせ つ 

道楽の 活力 はいかなる 道徳学 者 も 杜絶す る 訳に いかな 

い。 現に その 発現 は 世の中に どんな 形に なって、 どん 

げきじん 

なに 現れて いるかと 云う こと は、 この 競争 劇甚の 世に 

道楽なん どと てんで その 存在の 権利 を 承認し ない ほど 

家業に 励精な 人で も 少し 注意 されれば 肯定し ない 訳に 

行かなくなる でしよう。 私 は昨晚 和歌の 浦へ 泊り まし 

たが、 和歌の 浦へ 行って 見る と、 さがり 松 だの 権現 様 

だの 紀三 井寺 だの いろいろの ものが あります が、 その 

中に 東洋 第 一 海抜 一 一 百 尺と 書いた エレ ヴェ ー タ ー が 宿 

の 裏から 小高い 石山の 1 顚 へ 絶えず 見物 を 上げたり 下 

げたり している の を 見ました。 実は 私 も 動物園の 熊の 



こ-つし ぉリ 

ように あの 鉄の 格子の 檻の 中に 入って 山の 上へ 上げら 

れた 一 人であります。 が あれ は 生活 上 別段 必要の ある 

場所に ある 訳で もなければ また それほど 大切な 器械で 

もない、 まあ 物 数奇で ある。 ただ 上ったり 下ったり す 

る だけで ある。 疑 もな く 道楽 心の 発現で、 好奇心 兼 広 

くらしむき 

告欲も 手伝って いるか も 知れない が、 まあ 活計 向と は 

関係の 少ない ものです。 これ は 一例です が 開化が 進む 

につれ て こういう 贅沢な ものの 数が 殖えて くるの は 誰 

でも 認識し ない 訳に 行かないでしょう。 のみならず こ 

の 贅沢が 日に 増し 細かくなる。 大きな ものの 中に 輪が 

じょうご 

幾つ もで きて 漏斗み たように だんだん 深くなる。 と 同 



ければ 死んで しまう。 やむをえないから やる。 のみな 

らず 道楽の 念 はとに かく 道楽の 途は まだ 開けて いな 

かった から、 こうしたい、 ああした いと 云う 方角 も 程 

度 も 至って 微弱な もので、 たまに 足 を 伸した リ手を 休 

めたり して、 満足して いたくら いのもの だろうと 思わ 

れる。 今日は 死ぬ か 生きる かの 問題 は 大分 超越して い 

る。 それが 変化して むしろ 生きる か 生きる かと 云う 競 

争に なって しまった のであります。 生きる か 生きる か 

と 云う の はお かしゅう ございま すが、 A の 状態で 生き 

るか B の 状態で 生きる かの 問題に 腐心し なければ なら 

ない という 意味であります。 活力 節減の 方で 例 を 引い 



てお 話 をし ますと、 人力車 を 挽いて 渡世に する か、 ま 

たは 自動車の ハンドル を 握つ て暮 すかの 競争に な つ た 

のであります。 どっち を 家業に したって 命に 別条 はな 

いに きまって いるが、 どっちへ 行っても 労力 は 同じ だ 

と は 云われません。 人力車 を 挽く 方が 汗が よほど 多分 

ぎょしゃ 

に 出る でしよう。 自動車の 御者に なって お 客 を 乗せれ 

ば —— もっとも 自動車 を もつ くらいな らお 客 を 乗せる 

く そぢ か ら 

必要 もない が II 短い 時間で 長い 所が 走れる。 糞 力 

はちつ とも 出さないで すむ。 活力 節約の 結果 楽に 仕事 

がで きる。 されば 自動車の ない 昔 はい ざ 知らず、 いや 

しく も 発明され る 以上 人力車 は 自動車に 負けなければ 



法則に 従って 早く 切り上げる つもりで すから、 もう 少 

し 辛抱して 聴いて 下さい。 

それで 現代の 日本の 開化 は 前に 述べた 一 般の 開化と 

どこが 違う かと 云う のが 問題です。 もし 一 言に して こ 

の 問題 を 決しようと するならば 私 はこう 断 じたい、 西 

洋の 開化 (すなわち 一 般の 開化) は 内発 的であって、 

日本の 現代の 開化 は 外 発 的で ある。 ここに 内発 的と 云 

うの は 内から 自然に 出て 発展 するとい う 意味で ちょう 

ど 花が 開く ようにお のず か ら 蕾 が 破れて 花弁が 外 に 

向う の を 云い、 また 外 発 的と は 外から おつかぶ さった 

他の 力で やむをえず 一 種の 形式 を 取る の を 指した つも 



外 発 的と いう 意味 はこれ で ほぼ 御 了解に なった ろうと 

思います。 

そういう 外 発 的 の 開化が 心理的に どんな 影響 を 吾人 

に 与うる かと 云う とちよ つと 変な ものになります。 心 

こ-つえん 

理学の 講筵 でもない のに むずかしい 事 を 申 上げる の も 

いかがと 存じます が、 必要の 個所 だけ を ごく 簡易に 述 

ベて 再び 本題に 戻る つもりであります から、 しばらく 

ごしんぼう 

御 辛抱 を 願います。 我々 の 心 は 絶 間な く 動いて いる。 

あなた 方 は 今 私の 講演 を 聴いて おいでになる、 私 は 今 

あなた 方 を 前に 置いて 何 か 言って いる、 双方 共に こう 

いう 自覚が ある。 それに 御 互の 心 は 動いて いる。 働い 



れだ なと 思う 時が くる。 それ をな お見つめて いると 今 

度 は 視覚が 鈍くな つて 多少 ぼんやりし 始める の だから 

いったん 上の 方へ 向いた 意識の 方向が また 下 を 向いて 

暗くな リ かける。 これ は 実験して 御覧に なると 分る。 

実験と 云っても 機械な ど は 要らない。 頭の 中が そう 

な つ ている の だからた だ 試し さえ すれば 気がつく ので 

す。 本 を 読む にし て も A と 云う 言葉と B と 云う 言葉と 

それから C という 言葉が 順々 に 並んで いれば この 三つ 

の 言葉 を 順 々に 理解して 行く のが 当り前 だ から A が 明 

かに 頭に 映る 時 は B はま だ 意識に 上らない。 B が 意識 

の 舞台に 上り 始める 時にはもう A の 方 は 薄 ぼんやりし 



て だんだん 識 域の 方に 近づいて くる。 B から C へ 移る 

とき は これと同じ 所作 を 繰 返す に 過ぎな い の だから、 

いくら 例 を 長く しても 同じ 事であります。 これ は 極め 

て 短時間 の 意識 を 学者が 解剖して 吾々 に 示した もので 

あります が、 この 解剖 は 個人の 一分 間の 意識の みなら 

ず、 一 般 社会の 集合 意識に も、 それから また 一日 一月 

もしくは 一 年 乃至 十 年の 間の 意識に も 応用の 利く 解剖 

で、 その 特色 は 多人数に なった つて、 長時間に 亘 つたつ 

て、 いっこう 変り はない 事と 私 は 信じて いるので あり 

ます。 例えて 見れば あなた 方と いう 多人数の 団体が 今 

ここで 私の 講演 を 聴いて おいでになる。 聴いて いない 



でも ある。 自分 はま だ 煙，. 草 を 喫っても 碌に 味 さえ 分ら 

うま 

ない 子供の 癖に、 煙草 を 喫って さも 旨そう な 風 をした 

ら 生意気でしょう。 それ を あえてし なければ 立ち行か 

ない 日本人 はずい ぶん 悲 酸な 国民と 云わなければ なら 

ない。 開化の 名 は 下せない かも 知れない が、 西洋人と 

日本人の 社交 を 見ても ちょっと 気がつく でしよう。 西 

洋 人と 交際 をす る 以上、 日本 本位で はどうしても 旨く 

行きません。 交際し なく ともよい と 云えば それまでで 

あるが、 情けない かな 交際し なければ いられな いのが 

日本の 現状でありましょう。 しかして 強い ものと 交際 

すれば、 どうしても 己を棄 てて 先方の 習慣に 従わな け 



一 端と も 云えない ほどの 些. i な 事で あるが、 そういう 

些細な 事に 至る まで、 我々 の やって いる 事 は 内発 的で 

ない、 外 発 的で ある。 これ を 一言に して 云えば 現代 日 

うわす ベ 

本の 開化 は 皮相 上滑りの 開化で あると 云う 事に 帰着す 

るので ある。 無論 一 から 十まで 何から 何までと は 言わ 

ない。 複雑な 問題に 対してそう 過激の 言葉 は 慎まな 

ければ 悪い が 我々 の 開化の 一部分、 あるいは 大部分 は 

うぬ ぼ うわす ベ 

いくら 己 惚れて みても 上滑りと 評する より 致し方が な 

い。 しかし それが 悪い からお 止しな さいと 云う ので は 

ない。 事実 やむをえない、 涙 を 呑んで 上滑りに 滑って 

行かなければ ならない と 云う のです。 



隠れて いたと いう 話が あります。 すると 女の 方で は大 

変 怒って とうとう 男の 所在 を 捜し当てて 怒鳴り込 みま 

したので 男 は 手 切 金 を 出して 手を切る 談判 を 始める と、 

ゆか たた 

女 は その 金 を 床の 上に 叩きつ けて、 こんな ものが 欲し 

いので 来たので はない、 もし 本当に あなたが 私 を 捨て 

る 気なら ば 私 は 死んで しまう、 そこに ある (三階 か 四 

階の) 窓から 飛 下りて 死んで しまう と 言った。 男 は 平 

気な 顔 を 装って どうぞと 云わぬ ばかりに 女 を 窓の 方へ 

誘う 所作 をした。 すると 女 はいきな リ馳 けて 行って 窓 

から 飛 下りた。 死に はしなかった が 生れ もっかぬ 不具 

になって しまいました。 男 もこれ ほど 女の 赤心が 眼の 



前へ 証拠立てられる 以上、 普通の 軽薄な 売女 同様 の 観 

をな して、 女の 貞節 を 今まで 疑って いたの を 後悔した 

ものと 見えて、 再び もとの 夫婦に 立ち 帰って、 病 妻の 

看護に 身 を 委ねた というの がモ ー パ サンの 小説の 筋で 

すが、 男の 疑 も 好い加減な 程度で 留めて おけば これ ほ 

どの 大事に は 至らなかった かも 知れない が、 そうすれ 

ば 彼の 懐疑 は 一 生 徹底的に 解ける 日 は 来なかった で 

ま ノ J ころ 

しょう。 また ここまで 押して みれば 女の 真心が 明かに 

なる に はなる が、 取 返しの つかない 残酷な 結果に 陥つ 

た 後から 回顧して 見れば、 やはり 真実 懸価 のない 実相 

は 分らなくても 好い から、 女 を 片輪に させずに おきた 
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